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本論文では「カルタをきる」ときに使うシャッフルをヒンドゥーシャッ
フルという．ヒンドゥーシャッフルを置換として考察し，シャッフルとし
ての効率についても研究した．ヒンドゥーシャッフルを簡略に図示すると
下のようになる．
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対称群 Snの隣接互換 ti = (i，i + 1) (1  i  n  1)を用いて，Snの
元Cij (1  i; 1  j; i+ j  n)を
Cij = tjtj+1tj+2    tj+i 1 (1)
で定義し，置換の三角形配列という．
定義 i  1，j  1，i+ j  nのとき hijを n枚のカードの山の一番上か
ら j枚残し，j+1番目から i枚連続のカードを上に持ち上げるヒンドゥー
シャッフルを表すことにする．Snの元をカードの順番の入れ替えと考え
るとすると，hijは Snの元である．
定理 1 ヒンドゥーシャッフルhijは式 (1)で定義された三角形配列Cij (i 
1; j  1; i+ j  n)を用いて
hij = CijCi j 1; : : : ; Ci1
1
と表す事ができる．また，h 1ij = hjiが成り立つ．さらに，Snの任意の元
はヒンドゥーシャッフル hij (i; j  1; i + j  n)の積として表すことが
できる．
1，2，. . .，nの順列全体の集合を Tnとする．1から nの番号をつけた
n枚のカードに対してあるシャッフルを k回繰り返したときに，順列
 = (i1，i2，: : :，in) 2 Tn
が現れる確率をPk()とかく．一方，理想的なシャッフルにおいては，す
べての  2 Tnに対して が現れる確率はすべて等しく 1n! であると考え，
U() = 1
n!
( 2 Tn)とおく．Pkも U も Tnから [0，1]への写像である．
Pkと U の距離 d(Pk，U)を
d(Pk，U) = 1
2
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で定義する．0  d(Pk，U)  1である．この値が 0に近いほど，理想的
なシャッフルと考えられる．
定理 2 52枚のカード 1，2，: : :，52にヒンドゥーシャッフルを k回繰り返
したときに，順列  2 Tnが得られる確率を Pk()とするとき
d(Pk，U) < 1
2
となるためには k  22であることが必要である．
定義 順列  = (i1，i2，: : :，in) 2 Tnに対して
d() = jfkjik > ik+1gj
とおき，d()を の降下という．
n = 52の場合 0  d()  51で，d() = kとなる の個数が最大とな
るのは k = 25; 26の場合である．
定理 3 カードが 52枚のとき
k  14 ) Pk() = 0 (d()  26)
である．
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